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【事件概要】
沖電気工業株式会社（以下、「ＯＫＩ」という。）の海外連結子会社である　OKISYSTEMS IBERICA S.A.U.
（所在国：スペイン　以下、「ＯＳＩＢ」という。）において長年に亘り不適切な会計処理が行われていた
ことが判明し、2007年3月期から2013年6月までの6年3か月累計で、売上高75億円の減少、営業利益216億円
の損失、当期純利益308億円の損失、純資産は244億円の減少という大きな事件となってしまった。

（沖電気工業株式会社）
・創業　1881年
・資本金　440億円
・上場　東証・大証1部上場
・従業員　4,024名（連結：18,978名）
・売上高　4,380億円　（2017年度）
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【同社が掲げる再発防止策】
①コンプライアンス意識の徹底
②子会社管理体制の見直し
③関係会社に関する監査及びモニタリング体制の強化
④事業及びリスク特性に適合した内部統制の再構築
⑤人事制度の見直し
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